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◆◆◆現場の皆さんへ◆◆◆

～農業経営基盤強化準備金制度の活用に当たっての留意点～

◎農業経営基盤強化準備金とは？

農業経営基盤強化準備金という制度があるのをご存知でしょうか。

この制度は、経営所得安定対策等の交付金を活用して、計画的に農業経営の基盤強

化（農用地・農業用機械等の取得）を図る取組を支援する税制上の特例措置です。

【特例措置の内容】

・ 青色申告書を提出する認定農業者等が、経営所得安定対策等の交付金を農業経営

改善計画などに従い、農業経営の基盤強化に要する費用に充てるため、一定の金額

を農業経営基盤強化準備金として積み立てた場合、この積立額を個人は必要経費に、

法人は損金に算入することができます。

・ さらに、農業経営改善計画などに従い、５年以内に積み立てた準備金を取り崩し

たり、受領した交付金をそのまま用いて、農用地や農業用機械等の農業用固定資産

を取得した場合には、圧縮記帳（注）できます。

（注）圧縮記帳とは、交付金により取得した農業用固定資産の帳簿価額を一定額ま

で減額し、その減額分を必要経費（法人は損金）に算入することにより、そ

の年（法人は事業年度）の課税事業所得（法人は所得）を減額する方法です。

◎積立てから５年を経過した農業経営基盤強化準備金が課税対象になります！

農業経営基盤強化準備金は、積立てをした翌年（法人は翌事業年度）から５年を経

過したものがある場合、順次、総収入金額（法人は益金。以下同じです。）に算入さ

れ、課税対象となります。

本年は、平成19年度の準備金制度創設以降初めて、積立てから５年を経過する準備

金が生じる年であり、平成19年（法人は平成19事業年度。以下同じです。）に積み立

てられた準備金は、平成25年（法人は平成25事業年度。以下同じです。）に５年を経

過し、平成25年の事業所得（法人は所得。以下同じです。）の計算上、総収入金額に

算入されることとなります。



- 2 -

ただし、平成25年内に、この準備金を活用して、農業経営改善計画等に基づき、準

備金制度の対象となる農業用固定資産を取得し、事業の用に供した場合には、平成25

年の事業所得の計算上、必要経費（法人は損金）に算入され、課税対象となりません。

すでに農業経営基盤強化準備金を活用されている方で、平成19年に積み立てた準備

金の残高がある方は、このことに留意され、本制度をご活用いただきますようお願い

します。

■ 本制度を活用したい、または具体的な手続きをお知りになたい方は、最寄りの農

政局または地域センターまでお問合せください。以下の農林水産省ＨＰでもご紹介

しています。

→ http://www.maff.go.jp/j/aid/zeisei/nou/pdf/24040109.pdf

■ ご意見・ご質問は下記へお願いいたします。

→ https://www.contact.maff.go.jp/maff/form/3bb4.html

◆◆◆人・農地プランの事例紹介◆◆◆

～地域農業の将来を考えた有志が自発的にプランを作成（新潟県佐渡市新穂北方地区

（にいぼきたがた））～

人・農地プラン作成の取組が始まり、まもなく１年となり、各地でプランの作成が

進んできました。その中から、今回は、地域農業の将来を考えた農業者の有志が自発

的にプランを作成した事例を紹介したいと思います。

新潟県佐渡市は、世界農業遺産に認定された佐渡島の中央部に位置する平地水田地

帯です。稲作中心で、シイタケ、イチゴ等との複合経営も行っています。また、佐渡

島は、トキの生育地であることから、生き物を育むため、化学合成農薬５割減・化学

肥料５割減の「５割減減栽培」に取り組み、ブランド化を図っています。

新穂北方地区では、以前より集落の農業者の高齢化に危機感を持っていた15名の農

業者が、人・農地プランの取組が始まるという話を聞き、「自分達でプランを作ろ

う！」と23年12月に作成委員会を発足しました。作成委員長は、「どうしたら集落と

して農業を維持できるか、話し合う必要があるとずっと考えていた。」と言います。

さまざまな疑問が出る度に、農水省や市に相談しながら、委員会の会合を12回行い、

24年４月にプランを作成しました。そこには、作成委員の15名（中心経営体６名、連

携農業者７名、その他農業者２名）を含め、28年度に40代、60代、70代になる７名を

中心経営体、83歳以上になる農家９名を農地の出し手として位置づけ、現在の耕作地

を合わせ、地区内の約93％に当たる75haの農地を集積する計画としています。

プランを作成した今、作成委員の方々は、「プランを作ることで、地域の農地を誰

が守っていくのかという認識を共有することができた。しかし、中心経営体も高齢化

していく中で、28年度以降の見通しが立っていない。今後もプランを見直しながら、

新たな担い手を育てていかなければならない。」という思いを持っているとのことで

す。
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人・農地プランは、人と農地の問題を解決するための未来の設計図であり、一度作

成すれば終わりではありません。すでにプランを作成した地域の皆様においても、今

後も話合いを重ね、プランの見直しを行いながら、人と農地の問題の解決に向けて取

り組んでいただきたいと思います。

■ 人・農地プランの事例はこちらをご覧ください。

→ http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/plan_jirei.html

◆◆◆事業活用のポイント◆◆◆

～「農の雇用事業（平成25年６月研修開始分）」の事業参加者を募集しています～

農業分野での雇用を創出し、新規就農者の確保・育成を図るため、農業法人等が青

年の就農希望者（正社員としての採用日時点で原則45歳未満の方）を新たに雇用し、

農業技術等を習得させるために実施する実践的な研修（ＯＪＴ）に対して助成を行う

「農の雇用事業」を実施しています。この度、平成25年６月からの研修助成を対象と

して事業参加者の募集していますので、ご活用ください。

＜ 助 成 額 ＞ 年間最大120万円、最長２年間

＜お問合せ先＞ 全国農業会議所、各都道府県農業会議

＜ 募集期間 ＞ 平成25年６月１日研修助成開始分

平成25年３月８日（金）～平成25年４月15日（月）

＜今後の予定＞ 今後の募集については、平成25年７月～８月、同11月～12月を予定

しています。

■ 詳細については、下記ホームページをご覧ください。

→ http://www.nca.or.jp/Be-farmer/nounokoyou/original/

◆◆◆担い手のための耳寄り情報◆◆◆

～ソフトタイプの米菓製造に適した低アミロース水稲新品種「亀の蔵」～

近年、米粉や米菓等の加工用途向けの原料米生産に対する期待が高まっています。

米菓には、うるち米を原料とするせんべい等と、もち米を原料とするかきもち等が

あり、ソフトタイプのせんべいは、うるち米を主原料として作られます。

しかし、通常のうるち米では、口当たりの良いソフトタイプのせんべいは出来ませ

ん。そこで、もち米とうるち米の中間となる低アミロース米の性質を持つ「亀の蔵」

を用いることで、口溶けが良好で、米の風味、甘味が強い、新しいソフトタイプせん

べいの製造が可能となります。

「亀の蔵」の育成地(新潟県上越市)での出穂期・成熟期は、「あきたこまち」と同

等かやや早く、収量は「あきたこまち」より多収です。精白米のアミロース含有率は

３％程度で、もち米に近い低アミロース品種です。

「亀の蔵」は、農研機構中央農業総合研究センターで育成され、2012年９月12日に

品種登録出願公表されました。また、製菓会社との共同研究でソフトタイプせんべい
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の製造に適していることが明らかになりました。米菓の消費拡大に繋がり、国産米の

需要が高まることが期待されます。

■低アミロース水稲新品種「亀の蔵」の詳細については、下記をご覧下さい。

→ http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/press/laboratory/narc/044

942.html

■お問い合わせ先

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 中央農業総合研究センター

北陸企画管理室 （TEL 025-526-3215）

◇◇◇編集後記◇◇◇

まだ寒い日も続くのかと思っていたところ、季節が切り替わったかのように暖かい

日が続き、関東では例年より早く桜の見頃を迎えています。24年度もまもなく終わろ

うとしていますが、25年度においても、農林水産省では、人・農地プランのメリット

措置を強化するなど、新たな施策を準備しています。本メールマガジンでも、農業者

の皆さまの役に立つ情報を引き続き発信していきますので、ご愛読のほど、よろしく

お願いします。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

○ 電子出版：農業担い手メールマガジン

○ 発行日 ：毎月１回発行

○ 発行元 ：農林水産省経営局経営政策課 担当：御子柴

☆ 農林水産省担い手ホームページもご覧ください！

～担い手への支援策、認定農業者数等、担い手情報満載！！～

→ http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/index.html#ninaite

☆ このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから

→ http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/n_hyousyou/hyousyou_merumaga.html

☆ このメルマガの配信変更、配信解除、パスワード再発行等はこちらから

→ http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
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